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監
事
退
任
の
ご
挨
拶 

 
 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社 

前
新
宿
支
店
長 

勝 

又 

義 

人 
 

平
素
は
、
前
払
保
証
・
契
約
保
証
事
業
、
並

び
に
弊
社
子
会
社
で
あ
る
㈱
建
設
経
営
サ
ー
ビ

ス
が
行
う
金
融
・
コ
ン
サ
ル
事
業
等
に
対
し
格

別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
の
貴
組
合
様
の
第
四

十
八
回
通
常
総
会
に
て
監
事
職
を
拝
命
以
来
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
貴
組
合
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
誠
に
残
念
な
が
ら
今
般
弊
社
の
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
の
対
象

と
な
り
、
埼
玉
支
店
へ
と
異
動
す
る
こ
と
に
な 

 

り
ま
し
た
。
延
べ
一
年
九
ヶ
月
と
い
う
期
間
で

は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

振
り
返
り
ま
す
と
、
貴
組
合
様
に
て
毎
月
開

催
さ
れ
る
理
事
会
に
毎
回
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

細
沼
理
事
長
様
を
始
め
、
酒
井
副
理
事
長
様
、

榎
森
副
理
事
長
様
、
岩
浪
副
理
事
長
様
の
ご
意

見
等
を
拝
聴
す
る
と
と
も
に
、
総
務
・
事
業
・

災
害
対
策
安
全
・
広
報
の
各
委
員
長
、
若
手
経

営
者
の
会
様
か
ら
の
報
告
や
各
審
議
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
、
議
論
の
場
面
に
立
ち
合

わ
せ
て
頂
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
を
窓
口
と
し

た
、
弊
社
助
成
事
業
で
あ
る
「
創
立
六
十
周
年

記
念
建
設
業
貢
献
策
」
の
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
、
三
多
摩
地
区
の
建
設
企
業
様
へ
の
若
年
者

入
職
者
促
進
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
防
災
・
減

災
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
活
動
等
に
深
く
関

わ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
中
身
の
濃
い
経
験
を

積
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
も
後
任
の
植
草
支
店
長
が
各
業
務
を
引

き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
業
界
発
展
の
た
め
尽
力
し

て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
経
済
と
雇
用
を

支
え
、
防
災
・
減
災
の
担
い
手
で
あ
る
西
多
摩

建
設
業
協
同
組
合
の
役
職
員
の
皆
様
、
石
川
事

務
局
長
様
、
石
川
友
丈
様
、
並
び
に
組
合
員
の

皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

私
の
監
事
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 皆

様
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

現場パトロール視察をうけて 

小河内建設㈱  現場代理人 船 木  努 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

本工事は、一般都道日原鍾乳洞線（第２０４号）日原街道の上部の

岩盤にロープ掛け及び岩盤接着を施工する工事です。  

現場パトロール時には、仮設モノレール設置を行っており工事施工

初期でありました。      

現在は、ロープ掛工（４箇所）の施工を実施しています。  

 この工事での安全管理として、 

➀転落墜落災害事故防止  

②第三者への事故防止     

この２点を重要項目として安全作業を進め、無事故で工事完了をめ

ざしております。       

そのため次の点を作業員に周知徹底します。   

１.転落墜落事故防止      

➀法面作業時は、安全帯使用の厳守。    

 ②資機材運搬時は、積荷の固定。    

 ③作業上部の浮石等の点検及び処理。    

２．第三者への事故防止     

➀モノレール発着地点 

の歩行者及び車両等 

の適切な交通誘導。 

②施工箇所下部、日原 

街道への落石対策の 

道路パトロールの実 

施。     

これから季節も冬から春 

になり、工事現場付近に 

観光客も増えるため今ま 

で以上に現場周辺に注意 

を払い無事故で工事完了したいと思います。 

 
    

[工 事 概 要]     

工事件名 道路災害防除工事（２６西の１９） 

工事場所 東京都西多摩郡奥多摩町日原地内 

一般都道日原鍾乳洞線（第２０４号）日原街道 

工期   平成２６年１２月２２日～平成２７年６月４日  

工事内容 ロープ掛工 一式（４箇所） 

岩盤接着工 一式（６箇所）   

発注者  東京都西多摩建設事務所 

 

工事件名 路面補修工事（２６西の１４） 

    ㈱村尾重機  現場代理人 荒 井 慎 二 
 

工
事
件
名 

千
ヶ
瀬
五
丁
目
地
区
・
青
梅
地
区
急
傾
斜
防
災
工
事 

岩
浪
建
設
㈱ 

 

現
場
代
理
人 

並 

木 

俊 

典 

こ
の
度
は
、
お
忙
し
い
な
か
、
組
合
員
の
皆
様
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
工
事
は
、
千
ヶ
瀬
五
丁
目
地
区
と
青
梅
地
区
の
二
箇
所
に
分
か
れ
て
お

り
、
多
摩
川
左
岸
の
急
傾
斜
の
崩
壊
を
防
止
す
る
工
事
で
す
。 

 

工
事
内
容
は
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
、
千
ヶ
瀬
地
区
三
十
本
、
青
梅
地
区

六
十
九
本
、
足
場
工
と
な
り
ま
す
。 

 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
日
は
、
既
設 

法
枠
内
に
モ
ル
タ
ル
吹
付
作
業
を
行
っ 

て
お
り
ま
し
た
が
、
安
全
書
類
関
係
、 

吹
付
作
業
関
係
で
の
指
摘
事
項
は
あ
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
が
始
ま
っ
た
ば 

か
り
で
、
こ
れ
か
ら
が
、
ア
ン
カ
ー
削 

孔
等
本
格
的
に
な
り
ま
す
の
で
、
無
事 

故
で
現
場
が
終
わ
る
よ
う
に
努
力
し
ま 

す
。 

 

今
後
実
施
す
る
安
全
対
策
は
、
ア
ン 

カ
ー
を
削
孔
す
る
た
め
の
足
場
を
設
置 

し
、
日
々
、
設
置
と
解
体
を
繰
り
返
し 

ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
、
適
切
な
手
摺 

の
設
置
、
幅
木
の
設
置
、
足
場
板
の
全 

面
固
定
等
に
努
め
、
点
検
を
行
い
ま
す
。 

  

 

 

本工事は、羽村市羽東二丁目から羽中一丁目地内の都道

２９号線（新奥多摩街道）の車道及び歩道の舗装打換工事

です。 

施工延長は、794.35m、車道幅員 7.85m～10.00m、歩道幅

員 2.10m～15.10m で昨年 12 月中旬より施工中で、西建協

の安全パトロール当日（２月１２日）の進捗率は約 65％で

した。 

安全パトロー 

ル当日の施工 

は支道部の表 

層工を施工中 

で歩行者通路 

を車道に切回 

しての施工で 

した。 

歩行者、自 

転車の通行量 

が非常に多く、 

また大型重機が歩行者通路に隣接し稼動しているので歩

行者、自転車の導線確保及び保安帯の閉鎖管理には非常に

気を使い施工しています。誘導員には歩行者、自転車で通

行される方には、必ず丁寧に声掛けを行うように指導して

います。            （２面につづく） 
 

 



    西多摩建設業協同組合  広報委員会  ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０ 平成２７年４月１７日  第２４９号（２）  

 

                                                                        

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ３ 月 事 業 報 告  

１１日 東日本大震災の追悼行事  

全組合員で黙祷実施 

１２日 事業委員会 

１２日 災害対策安全委員会 

１２日 年度末安全パトロール  

４現場実施 （災害対策安全委員会） 

１３日 広報委員会 ２４８号編集発行 

１６日 総務委員会 

１７日 若手経営者の会 役員会 

１８日 理事会 

 ４ 月 事 業 計 画  

７日 災害対策安全委員会 

１０日 広報委員会 ２４９号編集 

１０日 総務委員会 

１５日 理事会 

１５日 除雪機８台 貸出先より返却完了 

１６日 除雪機８台点検 

１７日 事業委員会 

１８日 親睦ＢＢＱ  １１時（事業委員会） 

場所・日の出町さかな園 

２３日 若手経営者の会 役員会 

 

西多摩建設業協同組合  

第４９回通常総会開催 

月日 ５月２１日（木曜日） 

会場 青梅市福祉センター ３階 

総会  うめの間 １６時３０分 

懇親会 ふようの間 １８時から 

  

  
 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  青梅校 2015年度開講講座 

◎宅地建物取引主任者本科コース  
・講義日時  本講義 ４月下旬（水）～９月下旬 

                １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  
    ・平成２７年８月～ １０月 （予定） 

      毎週月曜・水曜  １８時３０分～２０時３０分  

（曜日が変更の場合あり） 

◎２級土木施工管理技士コース 

・基礎講義 ６月２５日（木）～７月９日（木） 

・本講義  ７月１４日（火）～１０月１３日（火） 

１８時４０分～２０時４０分 毎週 火・木 

 

◎２級建築施工管理技士コース 

・講義日時 基礎講義 ９月１日（火）～９月１５日（火） 

１８時３０分～２０時００分  毎週 火・木 

 

また、施工延長が約 800mと長いため、車道打換工

を約 450m 行ったあと表層工を 400m 舗設し通行車両

の安全確保及び地域住民の振動減少に対応しまし

た。 

当初設計の車道打換工は部分断面打換（25 型）でし

たが現場内の約 340ｍ区間で在来路盤の不良箇所が

見つかったために、不良箇所を全断面打換（60 型）

に設計変更し工期も 5月上旬まで延長されました。 

今日現在では、都道と一部支道部の表層工残しの

みとなっていますので、4月下旬の工事完了まで協力

会社とともに作業帯の完全閉鎖、安全作業、第三者

優先を徹底し現場を完了したいと考えております。 

西建協の役員の皆様方にはお忙しい中、安全パト

ロールを実施して頂きありがとうございます。工事

も最盛期になりますので、より一層安全作業に心掛

け工事完了まで無事故、無災害を継続し現場を進め

ていきます。 

      ㈱村尾重機  現場代理人 荒井慎二 

 

東日本大震災 追悼行事実施  （災害対策安全委員会） 
 

  

・本講義 ９月２４日（木）～ 

１１月５日（木） 

        毎週 日曜日 ９時～１３時  

        毎週 火・木 １８時３０分～ 

２０時  

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅校（西建協）事務局  0428-22-6245  

日建学院 立川校  042－527－3291  

担当：澤田 

 

 


